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関
電
原
発
工
事
代
金
不
正
還
流
事
件
の
発
覚

二
〇
一
．
九
年
九
月
、
関
西
電
力
（
以
下
「
関
電
」
と
略
称
す
る
）
の
役

員
・
幹
部
が
、
福
井
県
高
浜
町
の
元
助
役
で
あ
る
森
山
栄
治
氏
（
二

〇
一
九
年
三
月
死
去
）
と
関
連
企
業
（
吉
田
開
発
と
柳
田
産
業
）
か
ら
、
長
年

に
わ
た
っ
て
多
額
の
金
品
を
受
け
取
っ
て
い
た
こ
と
が
共
同
通
信
の

報
道
に
よ
っ
て
発
覚
し
た
。

こ
と
の
発
端
は
国
税
の
税
務
調
査
で
あ
る
。
金
沢
国
税
局
は
、
二

〇
一
八
年
一
月
に
吉
田
開
発
の
税
務
調
査
を
行
な
っ
た
際
、
森
山
栄

治
氏
が
、
工
事
受
注
の
手
数
料
な
ど
と
し
て
吉
田
開
発
か
ら
約
三
億

円
を
受
け
取
っ
て
い
た
こ
と
が
判
明
し
た
。
同
六
月
に
森
山
氏
の
自

宅
を
調
べ
た
と
こ
ろ
、
金
品
を
渡
し
た
相
手
の
名
前
や
金
額
な
ど
が

書
か
れ
た
メ
モ
が
見
つ
か
っ
た
と
さ
れ
る
。
吉
田
開
発
が
税
務
調
査

の
対
象
と
な
っ
た
原
因
は
、
吉
田
開
発
の
売
上
高
が
約
五
年
間
で
六

倍
に
も
急
増
し
て
い
た
た
め
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
て
い
る
。

金
沢
国
税
局
が
金
品
の
流
れ
に
つ
い
て
さ
ら
に
調
査
を
進
め
た
と

こ
ろ
、
森
山
氏
が
関
電
役
員
ら
の
個
人
口
座
へ
送
金
し
た
り
、
現
金

入
り
の
菓
子
袋
を
届
け
る
な
ど
し
て
い
た
と
さ
れ
る
（
二
〇
一
九
年
九

月
二
七
日
、
東
京
新
聞
夕
刊
）
。
森
山
氏
は
国
税
局
に
、
「
関
竜
に
は
お
世

話
に
な
っ
て
い
る
か
ら
」
と
説
明
し
た
と
い
う
（
同
）
。

森
山
氏
を
よ
く
知
る
高
浜
町
の
男
性
は
、
森
山
氏
は
金
品
提
供
を

何
十
年
も
前
か
ら
や
っ
て
お
り
、
同
時
に
地
元
建
設
会
社
に
高
浜
原
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発
で
の
仕
事
を
発
注
す
る
よ
う
求
め
て
い
た
と
述
べ
て
い
る
（
二
〇

一
九
年
九
月
二
八
日
、
東
京
新
聞
）
。

森
山
氏
が
関
竜
の
役
員
・
幹
部
に
ど
の
程
度
の
金
品
を
提
供
し
て

い
た
か
ば
、
閃
電
の
社
内
調
査
委
員
会
が
二
〇
一
八
年
九
月
に
ま
と

め
、
二
〇
一
九
年
一
〇
月
に
公
表
さ
れ
た
内
部
報
告
書
に
ま
と
め
ら

れ
て
い
る
。
こ
の
報
告
書
に
は
、
森
山
氏
や
吉
田
開
発
等
か
ら
金
品

を
受
け
取
っ
て
い
た
二
〇
人
の
氏
名
（
非
公
表
も
あ
り
）
、
当
時
・
現
在

の
職
位
（
同
）
、
金
品
の
内
容
が
明
ら
か
に
さ
れ
て
い
る
。
現
金
（
米

ド
ル
含
む
）
だ
け
で
な
く
、
商
品
券
、
金
貨
（
大
、
小
）
、
小
判
型
金
貨
、

金
杯
（
セ
ッ
ト
）
、
金
、
仕
立
券
付
高
級
ス
ー
ツ
生
地
な
ど
、
驚
く
べ

き
大
量
の
金
品
が
提
供
さ
れ
て
い
る
。

問
題
は
こ
の
報
告
書
そ
の
も
の
が
公
表
さ
れ
ず
、
報
道
が
始
ま
り
、

報
道
機
関
に
追
及
さ
れ
て
は
じ
め
て
公
表
さ
れ
た
こ
と
で
あ
る
。
国

税
の
調
査
に
基
づ
く
内
部
調
査
で
、
．
こ
れ
だ
け
の
異
常
な
実
態
が
明

ら
か
に
な
り
な
が
ら
、
こ
れ
を
自
ら
公
表
す
る
こ
と
も
で
き
な
か
っ

た
と
こ
ろ
に
、
関
竜
の
闇
の
深
さ
が
表
れ
て
い
る
。

闇
を
明
る
み
に
出
し
た
内
部
告
発
者

「
関
竜
の
再
生
を
願
う
」
と
い
う
匿
名
の
告
発
者
「
関
西
電
力
良

く
し
隊
」
－
は
、
岩
根
茂
樹
社
長
お
よ
び
監
査
役
に
対
し
て
、
改
善
策

を
複
数
回
に
わ
た
っ
て
提
案
し
た
も
の
の
、
改
善
は
な
さ
れ
な
か
っ

た
た
め
、
一
連
の
不
正
に
関
す
る
情
報
を
報
道
機
関
や
市
民
団
体
等

に
提
供
す
る
に
至
っ
た
。

こ
の
内
部
告
発
は
数
次
に
及
ん
で
い
る
が
、
二
〇
一
九
年
三
月
一

〇
日
付
の
社
長
宛
て
の
最
初
の
内
部
告
発
文
書
で
は
、
①
関
竜
が
吉

田
開
発
や
森
山
氏
に
対
し
て
利
益
供
与
し
た
金
員
が
、
八
木
誠
会
長

を
始
め
と
す
る
原
子
力
事
業
本
部
、
地
域
共
生
本
部
な
ど
の
関
電
幹

部
に
還
流
し
て
い
る
こ
と
。
②
利
益
供
与
の
原
資
は
、
協
力
会
社
へ

の
発
注
工
事
費
、
特
に
、
ゼ
ネ
コ
ン
、
プ
ラ
ン
ト
エ
ン
ジ
ニ
ア
リ
ン

グ
会
社
、
警
備
会
社
等
を
介
し
て
、
吉
田
開
発
や
森
山
氏
へ
渡
ざ
れ

て
い
た
こ
と
。
③
ま
た
そ
の
原
資
は
、
コ
ス
ト
と
し
て
計
上
さ
れ
、

顧
客
か
ら
の
電
気
料
金
で
賄
わ
れ
て
い
る
こ
と
。
④
倫
理
委
員
会
は
、

実
質
上
、
・
隠
ペ
い
工
作
の
た
め
の
作
戦
会
議
と
化
し
た
こ
と
。
⑤
国

税
、
地
方
検
察
庁
ま
で
手
玉
に
と
り
共
謀
し
て
、
す
べ
て
を
闇
に
葬

ろ
う
と
し
て
い
る
こ
と
、
な
ど
が
明
ら
か
に
さ
れ
て
い
る
。

こ
の
内
部
告
発
の
送
付
先
に
は
、
大
阪
市
長
、
神
戸
市
長
、
橋
下

徹
氏
な
ど
の
地
方
自
治
体
関
係
者
、
福
井
新
聞
、
朝
日
新
聞
、
テ
レ

ビ
朝
日
等
の
報
道
機
関
、
原
発
設
置
反
対
小
浜
市
民
の
会
、
福
井
か

ら
原
発
を
止
め
る
裁
判
の
会
な
ど
の
市
民
団
体
、
金
沢
国
税
局
と
大

阪
地
検
特
捜
部
な
ど
の
法
執
行
機
関
な
ど
、
重
要
な
ス
テ
イ
ク
．
ホ
ル

ダ
ー
が
含
ま
れ
て
い
た
。
そ
し
て
、
文
書
の
内
容
は
、
関
電
内
部
の

者
し
か
知
る
こ
と
の
で
き
な
い
も
の
で
あ
り
、
そ
の
信
用
性
は
高
い

と
評
価
で
き
る
。


